
資料２

市民のニーズにあわせた生涯学習推進

市民学習活性化事業

　すずか市民アカデミー「まなベル」において、学官連
携による専門的な学習事業に加え、企業等からも講師を
招き、多彩なジャンルの講座を展開する。また、市民の
ニーズを探りながら、幅広く学習機会を提供する。

文化振興課

鈴鹿市二十歳のつどい
事業

　２０歳の方からなる実行委員会の企画運営による「二
十歳のつどい」を実施し、主体性を育む。

文化振興課

社会教育関係団体等
支援

　社会教育関係団体等を支援し、地域の学習環境の充実
を図る。

文化振興課

地域家庭教育支援
事業

  放課後や学校の休日などに、地域住民の協力を得て、
こどもたちに勉強や遊び、住民との交流活動などの機会
を提供することにより、こどもたちを社会全体で心豊か
に育む環境づくりを推進するため、引き続き、放課後子
ども教室・土曜体験学習を開校する。
　
　ＰＴＡ家庭教育学級や公民館の乳幼児教室等におい
て、保護者同士の交流や、家庭教育の悩みなどを話し合
う、訪問型ワークショップ「親なびワーク」を実施す
る。

文化振興課

図書館等サービスによる読書活動の充実

図書購入
　利用者の課題解決の支援、及び迅速な図書の照会や検
索(レファレンス)を行うため、多様なニーズに合った図
書資料を幅広く収集する。

図書館

運営サービス事業

  多種多様なあらゆる年齢層が来館可能となるサービス
及び、いつでもどこからでも読書の機会を得ることが出
来るよう図書館の読書環境を整備し、読書の機会を提供
する。

図書館

地域サービス事業
　図書館の地域サービスを充実させるため、市立公民館
などへの配本事業サービスを行う。

図書館

ボランティア支援
　ボランティアの活動が活発に行えるように支援すると
ともに、おはなし会等のボランティア団体育成のための
講座を開催する場を提供します。

図書館

図書館の施設整備
　施設・設備の老朽化対応として、安全性確保のため計
画的な保守点検を実施する。

図書館

令和８年度　社会教育分野主要事業（案）

※各事業は、現在、新年度予算の議決前の段階であることから、内容変更の場合があります。
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公民館の充実と適切な管理運営

公民館管理運営事業

　こどもから高齢者まであらゆる世代が参加できるよ
う、講座や教室の充実を図るとともに、地域の活性化を
図るため、地域住民が自主的に行うサークル活動や文化
祭等の場の提供を行う。
　また、施設を継続的に利用できるよう、公民館の施設
維持に努める。

地域協働課

金生水沼沢植物群落
保護増殖事業

　天然記念物「金生水沼沢植物群落」の動植物調査・除
草作業などの保護増殖事業を行う。

文化財課

一般文化財保存事業

　重要無形文化財「伊勢型紙」の技術保存を図るため、
後継者育成に係る事業補助等を行う。
　文化財の保存を図るため、現況調査を実施するととも
に、指定文化財の管理補助を行う。また、地域の文化財
の保存・活用等を図るための文化財保存活用地域計画の
進捗を管理する。

文化財課

遺跡調査事業

  史跡伊勢国府跡（広瀬町）の規模や構造等を明らかに
するための調査を実施する。富士山１号墳墳頂部では、
埋葬施設・冑を確認し、引き続き調査を進めるととも
に、市史跡への指定に向け準備をしていく。市内遺跡の
保存と活用を図るため発掘調査を実施する。

文化財課

資料館等特別展事業
　大黒屋光太夫記念館及び佐佐木信綱記念館特別展につ
いて、魅力ある展示内容の充実を図り、来館者の増加に
繋げる。

文化財課

博物館事業

博物館資料の活用を図り、郷土の歴史や考古学への関心
と理解を深めてもらうため、企画展示や特別展示、講演
会、体験学習等事業内容を充実し、来館者の増加を図
る。

文化財課

一般文化財活用事業
デジタルアーカイブシステムを運用し、「郷土（地域）
資料」「貴重資料等」のデジタルデータの公開事業を実
施する。また、順次、公開資料を追加していく。

文化財課

文化財の調査と保存

文化財の公開と活用
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